
岡本安晴「計量心理学」補足-1 

補足 1－4 式（1.16）の最大化 

 

 式（1.16）は次の形 
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であるので、尤度関数 lの最大化において、パラメタbとθの値は、σ の値とは

独立に、次式 
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を最大化するように定めればよいことがわかる。したがって、σ の値を除いて、

最尤法による解は最小２乗法による解と同じである。 

 σ の値は、式（1.16）をσ で偏微分して得られる次式を０とおいて求めるこ

とができる。 
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 上式を０とおいて、次式を得る。 
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